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取扱説明書 


お買い上げいただをありがとラごさ’いまず。 

I A 敬化 I 電気製品は安全のための注意事項を守5ない 
I 曲言口 I と、火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と 
製品の取り扱いかたを示していまず。 この取扱説明書と別 
冊の「を全のために」をよくお読みのラえ、 製品を安全に 
お使いください。お読みになったあとは、いつでち見5れ 
るところに必ず保管してください。 


◎ 2004 Sony Corporation 




















この取扱説明書のほいかた 主な特長 


• 「接続」 （4 〜1日ぺージ）「設定」 （11 〜13ぺージ）をご覧に 
なって、準備を済ませてください。 

• この取扱説明書では、主に本体での操作のしかたを説明し 
ています。 

• リモコンでは、本体と同じ表示のボタンを使って、同様に 
操作でさます。 

• この取扱説明書では、次の記号を使っています。 


記号 意な 


この操作は U モコンにあるボタンでのみ 
巧能です。 



知っていると便利な情報です。 


スーパーオーデイオ CD とは 


• スーパーオーディオ CD とは、現行の CD などに用いら 
れている PCM 方式とは異なる DSD (ダイレクトスト 
U —ムデジタル）方式で記録された、新しい高音質オー 
ディオディスクの規格でず。 DSD 方式は、 CD の64倍 
にあたるサンプ U ング周波数で、1ビットの量子化の採 
用により、現行の CD をはるかに超える広い再生帯域と 
可聴帯域における十分なダイナ S ックレンジを確保 
し、原音をより忠実に再現します。 

•スーパーオーディオ CD には、2チヤンネルステレオの 
他に、最大6つの独立したチヤンネルを持つ「マルチ 
チヤンネル」のディスクち用意されています。スーパー 
オーディオ CD のマルチチヤンネルは、現在 AV システ 
ム等で主流となっている、いわゆる 5.1 チヤンネルと同 
等のスピーカー配置を採用しています。 


SCD-DR1 の特長 


SCD - DR 1 は、 ス ー) くーオーディオ CD に刻まれた膨大な情 
報量を正確にピックアップし、を6さず伝達することを目標 
に開発したスーノ（ーオーディオ CD プレーヤーです。 

■し LINK デジタル出力 

i 丄 INK 端子に対応機器を接続して、スーパーオーディオ CD 
と CD のデジタル信号を出力でをます。 

■ 3系統の PCM デジタル出力 

CD の PCM デジタル出力専用端テとして、光、同軸、バラン 
ス各1系統、を計3系統を備えています。各端テごとに出力の 
オン/オフを設定でさます。 

■ D/A コンパーターとデジタル出力に独立したク□ック 
— Twin Master Clock 

D / A コンバーターとデジタル出力回路にそれぞれ独立したマ 
スターク□ックを搭載し、使用する状況にをわせて最適なク 
□ックを動作させることがでさます。 

■外部ク□ック入力 

外部のマスターク□ック機器を接続し、より精度の高いク 
□ック信号で本機を動作させることができ、音質向上につな 
がります。 
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目;夕 


■ ベースユニット-リジッド-メカニズム 

光学ベース ユニッ トは、信号を読みとるレーヴーピックアッ 
プとディスクの回転機構か6構成されます。外部振動による 
音とびを防ぐため、サスペンション機構の上に取り付けられ 
るのが一般的ですが、ヴスペンション構造が音質に影響を与 
えることも確認されています。 

SCD - DR 1 では1台ごとに精密な切削加工を施した 10 kg を超 
える X カベースに、光学ベースユニットを U ジッドに取り付 
けています。これによりサスペンション機構に頼ることなく 
不要な振動を排し、正確な読み取りを実現しています。 

■ DR / FB シャーシ 

ES シ U —ズや R シ U —ズでのノウ八ウを生かし、1日 mm を 
超える厚みのアル S 材を切削して正確にシャーシを構成。外 
装部ち肉厚なシャーシの一部と する ことで、>(カブ □ッ ク、 
電気デバイスを最も理想的な位置に配置し、音質への悪影響 
を排除しています。 

■ 3基の R コアトランスによる独立電源 

アナ□グ、デジタル、ヴーボ部にそれぞれ独立した R コアト 
ランスを搭載しています。各ステージでの電源の干渉を排除 
し、余裕ある電源供給が可能です。 


接続 

ANALOG OUT 端テに接続する . 6 

DIGITAL OUT 端テに接続する . 7 

外部ク□ック機器を接続する . 9 

電源コードを接続する . 10 

ミ凡申 
なお 

出力のオン/オフを設定する . 11 

優先設定を切り換える . 13 

各部の名前と基本操作 

本体前面 . 14 

本体後面 . 16 

リモコン . 17 

本体表お窓 . 18 


ディスクを再生ずる 

本機で再生でさるディスクについて . 19 

再生する . 21 

再生したい巧を探す . 22 

再生したい部分を探す . 23 

繰り返し再生する . 23 

その他 

使用上のごを意 . 24 

ディスクの取り扱い上のごま意 . 25 

故障かな？と思った日 . 25 

メッセージ表示一覧 . 27 

エラーコード表示一覧 . 27 

保証書とアフターサービス . 27 

主な仕様 . 28 

索引 . 29 
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接続 

この章では、お手持ちのオーディオ機器 
と本機の接続のしかたを説明します。 
接続する前に必ずお読みください。 


付属品を確認する 


次の付属品がそろっていることを確認してください。 

• i 丄 INK ケーブル 

6ピンー6ピン （1) 

目ピンー4ピン （1) 

• 電源コード （1) 

• 電源プラグアダプター （1) 

• U モコン （1) 

• 単4乾電池に） 

• ソニーご相談窓口のご案内 （1) 

• 安全のために （1) 

• 保証書 （1) 

上の付属品がそろっていないときは、お買い上げ店、また 
はソニーサービス窓口にご連絡ください。 

付属の電源コードについて 

付属の電源コードは本機専用です。他の電気機器では使用で 
さません。 

本機には、オーディオ接続コード、デジタル接続コードは 
付属していません。お使いのシステムに合わせて、別途お買 
い求めください。 


輸送ロックねじを取0はずす 


輸送時に 力を固定する□ックねじが本機底面に取り付けら 
れています。使ラ前に、本機を静かに立てた状態で、□ック 
ねじを左回りに回して取りはずしてくださし、固くはずしに 
くい場合は、コインなどを使用してください。 

□ックねじが装着されていると、トレイが開きません。 



取りはずした□ックねじは保管しておいてください。 

ごま意 

• 本機は重量があるため、作業は充分ミ主意して行ってください。 

• 必ず電源コードをはずした状態で取りはずしてください。 

本傑を輸送ずると去は 

本機のトレイを閉じ、電源コードを抜いた状態で、□ックね 
じをち回りに回して取り付けてください。軽く手で締める程 
度のトルクで充分です。 
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リモコンに電池を入れる 


付属の乾電池2個の©と0と、電池入れ内部の表示を合わせ 
て入れます。 

乾電池の寿命は約6か月でず。 

残りびかなくなると、 U モコンで操作でさる距離び短くなります。 
これを目まにして、2個とも新しい乾電池に交換します。 



ごま意 

乾電池の使いかたを誤ると、液もれ传破裂のおそれがあります。次 
のことを必ず守ってください。 

—©と©の向きを正しく入れてください。 

—新しい乾電池と使った乾電池、または種類の違ラ乾電池を混 
ぜて使わないで<ださい。 

—乾電池は充電しないでください。 

—長い間 U モコンを使わないときは、乾電池を取り出してくだ 
さい。 

—液もれしたときは、電池入れについた液をよく拭き取ってか 
b 新しい乾電池を入れてください。 


設置時のご注意 


本機は水平な場所に設置してください。本機はディスクス 
タビライヴーを採用し、水平での安定したディスク回転を 
実現しています。 

また、本機を立てた状態でのトレイの開閉およびディスク 
の再生は行わないでください。正規の動作をしないばかり 
でなく、ディスクに傷などを与える原因となります。必ず 
正しい設置状態で電源を入れ、巧生を行ってください。 


接続時のごミ主意 


• 電源を必ず切ってから接続してください。 

•すべての接続が完了するまで、電源コードは接続しない 
で < ださい。 

• プラグはしっかりと差し込んでください。不完全な接続 
は雑音の原因となります。 
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ANALOG OUT 端子に接続する 


本機のアナ□グ出力を使ラ場を、アンプなどのアナ□グライ 
ン入力端子と接続します。 

別売りのオーディオ接続コードを使います。 

接続コードの白いプラグは L (左）端子へ、赤いプラグは R 
(ち）端テへ接続します。 


オーディオ接続コード（別売り） 

白 （ L)<r^ 白 (L) 

ホの）ホの) 


アナ□グ出力信号の種類 

本機のアナ□グ出力は、 CD および2チヤンネルスーパーオー 
ディオ CD の信号を出力します。 

マルチチヤンネルスーパーオーディオ CD 信号は出力されま 
せん。また、マルチチヤンネルスーパーオーディオ CD 信号 
の2チヤンネルダウンミックス信号を出力されません。 

ご注意 

i . LINK ランプび点巧しているときは i . LINK 端子からの出力が優先す 
るため 、 ANALOG OUT 端モか引ま信号が出力されません。 


本機背面 
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DIGITAL OUT 端子に接続する 


i 丄 INK 端子に接続する 


付属の i 丄 INK ケーブルは片側が□ック式のコネクターに 
なっています。□ック式側のコネクターを本機に接続してく 
ださい。 

本機の i . LINK 端テは6ピンです。接続する機器の i . LINK 端子 
のお状にをわせて付属の i 丄 INK ケープルをお使い < ださい。 

し LINK ケーブル（付属） 


口]が） 


(叫回 


ごま意 

• 本機の i 丄 INK 端子は、し LINK 端テを備えたソニー製デジタルアンプとの 
接続に対応しています。その他の機器とし LINK 接続した場合は正常に動 
作しないことびあります。他社製品をご購入の隙は、必ずま前に接続を 
確認してください。 

• し LINK 端子に金属び軸れるとシヨートし、接続した機器にトラブルび生 
じる場合びあります。 

• プラグはしっかりと差し込んでください。不完全な接続は誤動作の原因 
とな0まず。 

• 本機び対応している信号については、28ページをご覧ください。 

•し LINK 対応機器の中には、コピー.プ□テクシヨン技術に対応し、暗号 
化した信号を扱う磯器びあります。本機は DTLA のコピー-プ□テク 
シヨン技術 (Revision 1.2) に対応していまず。 

•し LINK 端子の4ピンー目ピン変換アダプターは信号の送受信び保証でき 
ないため、使えません。 


i 丄 INK での通信び確立ずるには 

i . LINK 接続では、入力を選択してか6通信が確立するまで数 
砂間かかります。これは接続する機器が相互認証を行ラため 
です。通信が確立すると i 丄 INK ランプが点灯します。 

ごミち意 

i . LINK ランプが点灯しているときは i . LINK 端テからの出力が優先す 
るため、他の端テからは信号が出力されません。 


本機背面 




巧のページにつづく 一^ 












































































































DIGITAL OUT 端子に接続ずる（つヴま) 


H . AT . S . (High quality digital Audio 
Transmission System ) 機能とは 

H . A . T . S . とは、一部の i . LINK 入力機器 （ TA - DA 9000 ESS 
ど）に装備された機能です。 i . LINK か6入力されたデジタル 
オーディオ信号をバッファに蓄え、精度の高いタイ S ングで 
バッファから信号を読み出してアナ□グ信号に変換します。 
このため、デジタルオーディオ信号転送時に生じるジッター 
(信号を読み取るタイ S ングの時間軸のゆれ）の影響を回避で 
さます。詳しくは H . A . T . S . 機能对応機器の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

ご注意 

• H . A . T . S . 機能の性質により、再生機の操作（例：再生ボタンを押す、停 
止ボタンを押す、一時停止ボタンを巧ず、など）をしてから実際の動作 
までかし時間の遅れびあります。また、 CD とスーパーオーディオ CD と 
では遅れる時間び異なる場をびあります。 

• H . A . T . S . 機能は、 H . A . T . S . 機能に対応する機器にのみ働きます。 
• H . A . T . S . 機能は、1台の入力機器から選ばれていると去に働きます。こ 
れは、プ□グラムソースからのデジタレ音声信号の乾を速度を入力機器 
び調節するのに巧して、し LINK の経路内では、適切な信号転送のため、 
ある機器からのオーディオ信号を受け取る機器は1つだけ、と決まって 
いるからです。 

夏作権について 

著作権保護に対応した i 丄 INK 対応機器には、デジタルデータ 
のコピー-プ□テクシヨン技術が採用されています。 

この巧術のひとつは、 DTLA 订 he Digital Transmission 
Licensing Administrator ) というデジタル伝送における著 
作権保護技術の管理運用団体か6許可を受けているちので 
す。この DTLA のコピー-プ□テクシヨン技術を搭載してい 
る機器間では、コピーが制限されている映像/音声/データ 
において、 LLINK でのデジタルコピーができない場をがあり 
ます。 

また、 DTLA の]ピ ー• プ□テクシヨン技術を搭載している機 
器と搭載していない機器との間では、 i . LINK でのデジタルの 
映像/音声/データのやりとりがでさない場合があります。 

• し LINK は、 IEEE 1394-199 日と IEEE 1394 a - 2000をおす呼称です。 

し LINK とし LINK □ゴ " r ’ は、ソニー株式尝社の商標です。 


OPTICAL に D ) 端子に接続する 


光デジタル入力端テのある機器と接続します。 

別売りの光デジタル接続コードを使います。 

端子のキャップを®き、光デジタル接続コードのプラグを力 
チッと音がするまでまっすぐに差し込みます。 

光デジタル接続コード（別売り） 


ごミち意 

• OPTICAL に D ) 端テからは CD のデジタル信号のみ出力されま 
す。スーノ くーオーディオ CD のデジタル信号は出力されません。 

• i . LINK ランプび点灯しているときはし LINK 端子か b の出力び優先 
するため、 OP^nCAL ODD ) 端テからは出力されません。 


COAXIAL に D ) 端子に接続する 


同軸デジタル入力端テのある機器と接続します。 

別売りの同軸デジタル接続コードを使います。 

同卽デジタル接続コード（別売り） 

坤 |[| )=> 

ごミち意 

• COAXIAL ( CD ) 端子からは CD のデジタル信号のみ出力されま 
す。スーパーオーディオ CD のデジタル信号は出力されません。 

• i . LINK ランプが点灯しているときは i 丄 INK 端子か b の出力び優先 
するため、 COAXIAL に D ) 端テか5は出力されません。 


BALANCED ( CD ) 端子に接続する 


バランスデジタル入力端テのある機器と接続します。 
別売りのバランスデジタル接続コードを使います。 

バランスデジタル接続コード（別売り） 


本機側 


入力機器側 
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ごミち意 

• BALANCED ( CD ) 端テからは CD のデジタル信号のみ出力されま 
す。スーノくーオーディオ CD のデジタル信号は出力されません。 

• 業務用機器 （ AES / EBU 端テ）とは信号の互換性びないため、接続 
してち信号が入力されません。 

• i . LINK ランプび点灯しているときはし LINK 端子か b の出力び優先 
するため、 BALANCED に D ) 端テからは出力されません。 
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か部ク□ック機器を接続する 


外部ク□ック機器を本機の WORD SYNC IN 端子に接続し 
て、マスターク□ック信号を入力でさます。 

別売りの目 NC 端子の同軸デジタル接続コードを使います。 
入力できるク□ック信号は、 44.1 kHz の TTL レベル矩形波で 
す。 



巳 NC 同軸デジタル接続コード（別売り） 


ごを意 

外部ク□ックを有効にするには、背面の MASTER CLOCK 切換ス 
イッチを WORD SYNC IN に設定する必要びあります。詳しくは13 
ページをご覧ください。 
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電源コードを接続する 


次のことを確認してから、電源コードを接続してください。 

• すべてのケーブルを接続する。 

• POWER スイッチがオフになっている。 

付属の電源コードを本体の AC IN 端テにつないでから、壁の 
コンセントにつなざます。 



ごを意 

本機の電源コードはなるべく壁のコンセントに接続してください。 

テープルタップを使ラ場合は、容量に余裕のあるテーブルタップを使って 
<ださい。 


ノイズ （ A ム）び出るとまは 


アース回路の電位差が原因となっている場含があります#。 
このとさは、付属の電源プラグアダプターを使ったラえで、 
アース線をどこにち接続しないでお使いください。 

* 家庭用の電源コンセントのアース（グラウンド）は通常安全アース 
用ですび、コンセントごとに微ルな電位差びある場合びあります。 
そのため付属の3極コードをそのまま使ラと、かえって音費が劣化 
した0ブーンといラノ V ムノイズが出ることびあ0ます。 


電源コードのプラグについて 


本機は、3極プラグの電源コードになっています。3極プラグ 
が使えないとさは、接続するコンセントの形状にをわせて、 
付属の電源プラグアダプターか市販のプラグアダプターを 
使ってください。 

3極コンセントの場合 



2極コンセントの場合 

• コンセントの差し込み□に長短の違いがある場台： 

2つのブレードの幅が違ラ付属の電源プラグアダプター 
を使ってください。 



• コンセントの差し込み□び同じ長さの場含： 

市販のプラグアダプターを使ってください。 

このとき市販の検電ドライバーなどを使って差し込み巧 
の極性をチェックでさます。検電ドライバーを差し込ん 
でネオンランプが点灯しないちがアース側です。上の図 
の 「 N 側」のブレードをアース側に差し込みます。 
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設定 

この章では、出力信号や優先設定を 
切り換えるち法について説明します。 


出力のオン/オフを設定する 


本機は i . LINK ランプが点灯すると lLINK 機能オンとなり、 
lLINK 端子から優先的に信号が出力されます。 LLINK 機能才 
フのとさは、切下のように出力端モごとに信号出力のオン/ 
オフを設定でさます。 

ご注意 

• LLINK 機能オンのときは i . LINK 端テからの出力が優先するため、 
他の端子か b は信号び出力されません。 

• LLINK 機能オフのとさは、すべての出力をオフにすると信号は出 
力されません。この状態でディスクを再生すると、本体表示窓に 
rC 15 J と表示されますに7ページ)。 

• LLINK 機能オフのときにスーパーオーディオ CD を再生すると、ア 
ナ□グ出力からのみ信号が出力されます。このとさにアナ□グ出力 
をオフにすると、本体表示窓に 「 C 1日」と表示されますに7ペー 
ジ)。 


ANALOG OUT を設定する 


アナ□グ出力を使ラときはスイッチを ON にします。 


I ANALOG OUT I 

ク 





次のページにつづく 
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出力のオン/オフを設定する（つヴさ) 


OP'HCAL ( CD ) を設定する_ 

光デジタル出力を使うとさはスイツチを ON にします。 



BALANCED ( CD ) を設定する 


バランスデジタル出力を使うとさはスイッチを ON に 
します。 



COAXIAL ( CD ) を設定する 

同軸デジタル出力を使ラときはスイツチを ON にします。 



COAXIAL に D) 


ANALOG OUT ON/OFF スイッチ OPTICAL に D) ON/OFF スイッチ 

COAXIAL に D) ON/OFF スイッチ 

BALANCED (CD) ON/OFF スイッチ 
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優巧設定を切り換える 


厦巧チャンネルを設定する(スー/ f ーオーデイオ CD ) 

2チャンネル+マルチチャンネルスーパーオーデイオ CD デイ 
スクを挿入したとさに、優先して再生するチャンネルを設定 
します。 

2チャンネルエ U アを優先する場合は PRIORITY MULTI / 
2 CH スイッチを 2 CH 側に、マルチチヤンネルェ U アを優先 
する場合は MULTI 側にします。 


マスター クロックを切0換える 


本機はマスターク□ックを2基搭載しています。 D / A コンバー 
ター用とデジタル出力回路用で、どちらを基華にして動作さ 
せるかを設定でさます。また、外部ク□ック入力を備え、外 
部ク□ック機器を接続して動作させることをできます。 

使用状況に応じて 、 MASTER CLOCK 切換スイッチを 
のポジションに切り換えてください。 


ごミ主意 


MULTI 


2CH 


• マルチチャンネルエリアの信号は i 丄 INK 端モからのみ出力されま 
す。アナ□グ出力端モか b は出力されません。 i . LINK 機能オフの 
とさに 2 チゎンネル +7 ルチチャンネルスーパーオーディオ CD 
ディスクを挿入すると、設定にかかわらず自動的に2チゎンネルエ 
U アが再生されます。 

• 2チゎンネル十マルチチャンネルエリアび記録されているスーパー 
オーディオ CD の八イブリツドディスクで、 HD レイヤー（スーパー 
オーディオ CD ) 一 CD レイヤー- 4 HD レイヤーの順に再生すると、 
HD レイヤー内のエリアは、最初に再生したエリアに房って再生さ 
れます。 


優先レイヤーを設定する（スーパーオーデイオ CD ) 


スーパーオーディオ CD の八イブリツドディスクを挿入した 
ときに、優先して再生するレイヤーを設定します。 

HD レイヤー(スーパーオーディオ CD ) を優先する場合は 
PRIORITY SA - CD / CD スイッチを SA - CD 側に、 CD レイ 
ヤーを優先する場含は CD 側にします。 


本機をアナ□グ出力で使う場含 

DAC にします。 

デジタル出力で使ラ場含 

DIGITAL OUT にします。 

外部ク□ック機器を使ラ場含 

WORD SYNC IN にします。 

DIGITAL OUT 



ごミち意 

電源をオフにした状態で切り換えてください。その後電源をオンに 
すると、指定したマスターク□ックに切り換わります。 

電源びオンの状態で切り換えてち、ちラ1度電源を入れ直すまでマス 
ターク□ックは切り換わりません。 


SA-CD 

CD 


PRIORITY MULTI /2 CH スイッチ 



MASTER CLOCK 切換スイッチ 
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る部の名刖と 本化前面 

昼本操作 

この章では、各部の名前と基本機能、 

基本操作を説明します。 


パつ一 

田 ] POWER スイッチ 

本機の電源をオン/オフします。 


回ディスクトレイに1ぺージ） 

開閉は±ボタンで行います。 

回表示窓 （18 ページ） 

情報を表示します。 

IJ モコン受光部わ兼ねています。 

团し LINK ボタン （21 ぺージ） 

し LINK 機能のオン/オフを切り換えます。 

し LINK ランプ （21 ぺージ） 

i.LIN K 機能の使用中に点なします。 
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の 


图 


回 


团固图の图 


SONY 



兼 




固 MULTI /2 CH ボタン （21 ぺージ） 

lLINK 機能オンで2チャンネル+マルチチャンネルスー 
パーオーディオ CD ディスクを再生時に、2チャンネル再 
生とマルチチャンネル再生を切り換えられます。 

ディスク挿入時に優先して再生するチャンネルは、本体 
背面の PRIORITY MULTI /2 CH スイッチ （13 ぺージ）で 
設定します。 

MULTI /2 CH ランプ 

マルチチャンネル選択時に点灯します。 

固 SA - CD/CD ボタン （21 ページ） 

スーパーオーディオ CD の八イブリッドディスクを再生す 
るとさに 、 HD (スーパーオーディオ CD ) レイヤーと CD 
レイヤーを切り換えられます。 

ディスク挿入時に優先して再生するレイヤーは、本体背 
面の戶 RIORITY SA - CD / CD スイッチ （13 ぺージ）で設 
定します。 

SA - CD/CD ランプ 

HD (スーパーオーデイオ CD ) レイヤー選択時に点灯し 
ふ 9 〇 


回■- ± OPEN/CLOSE ボタン （21 ぺージ） 

再生中に押すと停止します。 

停止中に押すとディスクトレイを開閉します。 

固 ►/II - WAMSW ダイヤル （ AMS : 頭 出し） 

(21 ぺージ） 

(政降「ジョグダイヤル」と記載します。） 

巧すたびに再生と一時停止を切り換えます。 

ジョグダイヤルを左に回すと前の曲、ちに回すと;欠の曲 
の頭出しを行います。 

►>/» ランプ 

再生中は点灯します。 

一時停止中は点滅します。 
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本はを面 



丘 ] ANALOG OUT 端子 （6 ページ） 

オーディオ接続コードで他の機器（ステレオ/2チヤンネ 
ル）と接続します。 

图 ANALOG OUT ON/OFF スイッチ （11 ぺージ） 

アナ□グ出力のオン/オフを切り換えます。 

图 PRIORITY MULTI /2 CH スイッチ （13 ぺージ） 

2チヤンネル+マルチチヤンネルスーノ '^一オーディオ CD 
ディスク挿入時に、優先して再生するチヤンネルを設定 
します。 

团 PRIORITY SA - CD/CD スイッチ （13 ぺージ） 

スーパーオーディオ CD の八イプリッドディスク挿入時 
に、優先して再生するレイヤーを設定します。 

固 DIGITAL OUT OPTICAL ( CD ) ON/OFF スイッチ 

(12 ぺージ） 

光デジタル出力のオン/オフを切り換えます。 

固 DIGITAL OUT COAXIAL に D ) ON/OFF スイッチ 

(12 ぺージ） 

同軸デジタル出力のオン/オフを切り換えます。 

团 DIGITAL OUT BALANCED ( CD ) ON/OFF スイッチ 

(12 ぺージ） 

バランスデジタル出力のオン/オフを切り換えます。 


エーシー^^ r ン 

固 AC IN 端子 （1 日ぺージ） 

付属の電源コードを接続します。 

マスター ク□ック 

回 MASTER CLOCK 切換スイッチ （13 ぺージ） 

動作させるマスターク □ ックを選びます。 

本機をアナ□グ出力で使ラ場合は DAC 、 デジタル出力で 
使う場をは DIGITAL OUT の位置にすることをおすすめ 
します。外部ク□ック機器を接続して使う場合は WORD 
SYNC IN にします。 

圆 WORD SYNC IN 端子 （9 ぺージ） 

目 NC デジタル接続コードで外部マスターク□ック機器と 
接続します。 

デジタル アウト オプティカル 

因 ] DIGITAL ( CD ) OUT OPT に AL 端子 （8 ぺージ） 

光デジタル接続コードで他の機器と接続します。 

回し LINK S 200 AUDIO OUT 端子 （7 ぺージ） 

lLINK ケープルで対応機器と接続します。 

デジタル アウト コアキシャル 

圆 DIGITAL に D ) OUT COAXIAL 端子 （8 ぺージ） 

同軸デジタル接続コードで他の機器と接続します。 

デジタル アウト /(ランス 

圆 DIGITAL ( CD ) OUT BALANCED 端子 （8 ぺージ） 

バランスデジタル接続コードで他の機器と接続します。 
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u モコン 



田] MULTI /2 CH ボタンに1ぺージ） 

2チャンネル+マルチチャンネルスーノ（ーオーディオ CD 
ディスクに0ページ）再生時に、マルチチャンネル巧生 
と2チャンネル再生を切り換えます。 

回し LINK ボタン （21 ぺージ） 

i.LIN K 機能のオン/オフを切り換えます。 

回数字ポタンに2ページ） 

ダイレクト選®を行います。 

团 >10ボタンに2ぺージ） 

なま11じ(上を探すときに使います。 

固►►ボタンに1ページ） 

再生を始めます。 

固 AMSW/W ( AMS : 頭出し）ボタン （21 ぺージ） 

巧の頭出しを行います。 

团◄◄/►►ボタンに3ぺージ） 

巧の中の聞さたい部分を採すとさに使います。 

图 SA - CD/CD ボタン （21 ぺージ） 

聞くスーノ くーオーディオ CD ディスクのレイヤーに合わせ 
て切り換えます。 

回 DISPLAY MODE ボタンり8ぺージ） 

表示を消して巧生することびでさます。 

圆 TIME ボタン 

巧ずたびに、巧の巧生時間やなの残り時間、ディスク全 
体の残り時間などを表おします。 

回 REPEAT ボタンに3ぺージ） 

ディスクの全なまたは1巧だけを繰りあして再生します。 

回 II ボタン （21 ぺージ） 

再生を一時停止します。 

回■ボタンに1ページ） 

再生を停止します。 


各部のち前と基本操作 
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本化表术窓 


の 图图 


? REPEAT 1 


丘]トラック表示 

再生中は曲番を表おします。 

回時間表示 

再生中は曲の経過時間を表示します。 

U モコンの TIME ボタンを押すたびに、「再生曲の残り時 
亂一「ディスク全体の残り時副^「曲の経過時間」の 
順に表示が切り換わります。 

固 REPEAT 表示に3ページ） 

" Iffl 繰り返し再生樹ま 「 REPEATU 全®繰り返し巧生 
時は 「 REPEAT 」 と表示されます。 

繰り返し再生は、 U モコンの REPEAT ボタンで切り換え 
ます。 


表示を消す面 _ 

再生中に DISPLAY MODE ボタンを巧すたびに、表示がつ 
いたり消えた0します。 

ただし、表示が消えるのは再生中のみで、再生を止めたり、 
一時停止したりすると表示がつきます。巧び巧生を始めると 
表示は消えます。 

停止しているときに DISPLAY MODE ボタンを巧すと 、 ON 
または OFF と表示され、現在の表示モードを確認できます。 

ON :表示する 

OFF ： 表示を消す 


表示窓の明るをを調整する 

表示窓の明るさを4段階に調整でさます。 

U モコンの STOP ボタンを押しながら、本体のジョグダイヤ 
ルを回します。 

明るくするときはジョグダイヤルをち側へ、暗くするときは 
左側へ回します。 

電源を切つてち設定は保存されます。 

ごま意 

U モコンの AMSW / W ボタンでは調整できません。 


さ部の名前と基本操作 
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ディスクを 
再生ずる 

この章では、さまざまな再生のしかた 
を説明しています。 


本機で再生でをるディスクについて 


本機では次にあげるディスクの再生が巧能です。ディスクの 
種類によって SA - CD / CD ボタンや、 MULTI /2 CH ボタンを 
巧して再生したい場所を選びます。 

なお、実際のディスクは下の分類の、レイヤー構成とェ U 
ア構成の各々が組み合わさったをのとなります。 


ディスクのレイヤー（層）の構ぶによる分類 


スー パーオーディオ CD (シングルレイヤーディスク) 

HD (八イデンシティ）レイヤー（スーパーオーディオ CD 用 
の高密度信号層）単層のみのディスクです。 

このディスクでは自動的にスーノ くーオーディオ CD の再生が 
選ばれます。 


HD (スーパーオーデイオ CD ) 
レイヤ- 


スー パー オーディオ CD (デュアルレイヤーディスク） 

長時間再生を可能にした、 HD レイヤーが2層になっている 
ディスクです。 

このディスクでは自動的にスーノ くーオーディオ CD の再生が 
選ばれます。に層構成ですが片面読み出しのため、ディスク 
を裏返す必要はありません。） 


HD (スーパーオーデイオ CD ) 
レィャ- 


HD (スーパーオーデイオ CD ) 
レィャ- 




CD 

現行フォーマツトの CD ディスクです。 

このディスクでは自動的に CD の巧生が選ばれます。 



CD レィャー 


次のページにつづく 
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本機で再生でまるディスクについて（つヴを) 


スー パーオーディオ CD+CD 
(八イブリツドディスク） 

HD レイヤーと CD レイヤーとが2層になったディスクです。 
聞きたいレイヤーを、 SA - CD / CD ボタンを押して選びま 
す。に層構成ですが片面読み出しのため、ディスクを裏返す 
必要はありません。） 

また、 CD レイヤーの内容は通常の CD プレーヤーでを巧生で 
さます。 



CD レィャー 

HD (スーパーオーディオ CD ) 
レィャ- 


V ディスク挿入後最初に再生ずるレイヤー （ HD レイヤー /CD 
レイヤー）を巧めるには 

「優先レイヤーを設定する（スーパーオーディオ CD )」（13 ページ）を 
ご覧ください。 


スーパー オーディオ CD ディスクのチヤンネル 
のエリア構成による分類 

2チヤンネルスーパーオーディオ CD ディスク 

スーノ '^一オーディオ CD の HD レイヤーに2チヤンネルのェ U 
アのみが記録されているディスクです。 

このディスクでは自動的に2チヤンネルのェ U アの再生が選 
ばれます。 


2チヤンネルエリア 



マルチチヤンネルスー パー オーディオ CD ディスク 

スーパーオーディオ CD の HD レイヤーにマルチチヤンネルの 
エリアのみが記録されているディスクです。 

このディスクでは自動的にマルチチヤンネルのェ U アの再生 
が選ばれます。 


マルチチヤンネルエリア 



ごミち意 

マルチチヤンネルのェ U アは LLINK 機能オンのときにのみ再生でき 
ます。 


2チャンネル+マルチチャンネルスー パー オーディオ 
CD ディスク 

スーパーオーディオ CD の HD レイヤーに2チャンネルのエ U 
アとマルチチャンネルのエ U アの両ちが記録されているディ 
スクです。 

お聞きになりたいエリアは、 MULTI /2 CH ボタンを押して選 
びます。 


2チヤンネルエリア 
マルチチヤンネルエリア 



ご注意 

マルチチヤンネルのエ U アは LLINK 機能オンのとをにのみ再生でき 
ます。 

V ディスク挿入後最初に再生ずるエリア（マルチ/ 2 CH ) を巧 
めるには 

「優先チわンネルを設定する（スーパーオーディオ CD )」（13 ページ） 
をご富ください。 


本傑で再生でをないディスクについて 


し^下のディスクは本機では再生でさません。 

• CD-ROM 

• DVD 
など 


エラーメッセージ FErrOU に7ぺージ）や 
「 一- ( N 0 DISC )」 が表示されたり、巧生しても音が出な 
かったじします。 

ごミち意 

8 cm ディスクは□ーデイングできないため再生できません。 
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再をする 


ここでは、ふつラの再生のしかたと再生中の基本操作に 
ついて説明します。 

i 丄 INK ケーブルをつないでいるときは （7 ページ)、 i.LINK 
機能をオンにしてデジタル接続で音楽を再生できます。 


POWER i.LINK SA - CD/CD 



ジョグダイヤル 


1アンプの電源を入れる。アンプのボリュームを最りこする。 

2アンプの入力切り換えで本機を接続している機器の 
フアンクシヨンを選ぶ。 

3本機の POWER スイッチを巧して電源を入れる。 

4し LINK 機能のオン/オフを切り換える。 

i.LINK S 200 AUDIO OUT 端子か5の音を聞くとき 
(し LINK 機能オン） 

lLINK ボタンを押して、 LLINK ランプを点打させます。 

ANALOG OUT 端子、 DIGITAL に D ) OUT 端子か5 
の音を聞くとき（し LINK 機能オフ） 

lLINK ボタンを押して、 LLINK ランプを消灯させます。 

5 A ボタンを巧してディスクトレイを闆け、ディスク 

をくぼみに含わせて置く。 

ディスクを正しく置かないと、本機が動作しません。 
また、ディスクの破損や傷の原因となりますのでごま意 
<ださい。 



文字の書いてある面を上に 


6ジョグダイヤルを巧す。 

1曲目から再生が始まります。 

途中の曲から再生を始めたいとさは、ジョグダイヤルを 
巧す前にジョグダイヤルを回し、曲番を選んでおいて< 
ださい。 


ジョグダイヤルを巧したあと、「-」が表示されたと 

さは 

アナ□グ出力を roN 」 に設定している場を （11 ペー 
ジ)、高音質で再生するため、アナ□グ回路を安定させて 
います。 

「-」が消えるまで待つと（約10砂)、再生が始まり 

ます。デジタル接続で再生するときは、アナ□グ出力設 
定を rOFF 」 に切り換えてください（りぺージ)。回路 
を安定させる必要がなくなりますので、巧生が早く始ま 
ります。 


7アンプで音量を調節する。 


再生中の基本操作 


操作 

使うボタン 

再生を止める 

■ - ボタン 

再生を一時停止する 

ジョグダイヤルを押す 

一時停止した再生を再開する 

ジョグダイヤルを押す 

1曲先へ進む 

ジョグダイヤルをちに回す 

再生中の曲の頭または1曲前に戻る 

ジョグダイヤルを左に回す 

ディスクを取0出す 

■ - ボタン 


V ノ V イブリツドディスク （20 ページ）再生時に聞きたい 
レイヤーを切り換えるには 

SA - CD / CD ボタンを押して 「 SA - CD 」 か 「 CD 」 を選んでくださし、。 

ぐ2チャンネル+マルチチャンネルスーパーオーディオ CD 
ディスク （20 ベージ）再生時に聞きたいエリアを切り換える 
には 

MULTI に CH ボタンを押して 「MULTI CH 」 か 「2 CH 」 を選んでくだ 
さい。 





ス 

ク 

を 

再 

を 

ず 

る 


ごを意 

• 再生時には、ボ U ュームを最ルの状態か b 徐々に上げてくださし、 
本機で再生される音楽信号には可聴帯域がの成分び含まれており、 
スピーカー や耳にダメージをちえることびあります。 

• 再生中にエ U アまたはレイヤーを切り換えると、同じ場所から再生 
されるのではなく、同ートラックの頭から再生されます。ただし、 
ディスクによっては1曲目から再生される場合びあります。 

• 再生中にレイヤーを切り換えると、スーパーオーディオ CD に比 
ベ、 CD の音量レベルび若干大きく再生されます。本磯では、高音 
質での再をを行ラため、スーパーオーディオ CD と CD の出カレべ 
ルの補正を行っておりません。このとさは、アンプなどでボリュー 
ムを調整してください。また、出カレベルについては「主な仕様」 
に8ページ）をご確認ください。 


次のページにつづく 
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再生する（つヴを) 


再生したい曲を探す 


i 丄 INK 機能を使って再生するときのご注意 


i 丄 INK 機能を使って再生するときは、 LLINK ボタンを巧し 

て、 LUNK ランプを点灯させます。 

• 相手磯器のし LINK 機能び準備されていないときに（例： TA - DR 1 の 
i . LINK ランプが消灯している）ジョグダイヤルを巧すと、巧の頭び 
切れる場合びあります。 

• i . LINK 磯能をオンまたはオフに切り換えるとさは、ディスクトレ 
イを閉じた状態で操作してください。また、再生中に切り換えると 
きは、■- A ボタンを巧して再生を止めてから操作してください。 

. 本体操作時に i 丄 INK 機能のオン/オフびでさない場合びあります。 

• i . LINK 接続び確立するまで、しば日く時間びかかる場合びあります。 

i 丄 INK ランプび点好しているとをは 

• i.LINK S 200 AUDO OUT 端子切外のすべての端モ （ANALOG 
OUT 端子および DIGITAL OUT ( CD ) 端子）か引ま音声が出力 
されません。 


再生中または停止中に、次に巧生したい®を選んで頭出しす 
ることができます。 AMS とは 、 Automatic Music Sensor 
の略です。 



ジョグダイヤル 


数字ボタン- 
> 10 - 


i 丄 INK Mu 出/ 2ch SA-CD/CD 

ロロ ロ 


6 

ろ 

3 

U 

6 

6 

6 


9 


0 


〇 © 

M4 

口 

AUS … 


DISPLAY 

MODE 

口 

TIME 

REPEAT 


© 


ロ ロ 


探しかた 

操作のしかた 

次の巧を頭出しする 
( AMS ) 

再生中、ジョグダイヤルをちに回ず。 
(リモコンでは、ボタンを押す。） 

再生中の曲または 
前の巧を頭出しする 
( AMS ) 

再生中、ジョグダイヤルを左に回す。 
(リモコンでは、 M ◄ボタンを押す。） 

曲蚕で直接選ぶ 
(ダイレクト選曲） 

ジョグダイヤルを回して聞さたい曲蚕を 
選ぶ。（リモコンでは、聞さたい曲ま 
で、 W / W ボタンを押す。） 


f ダイレクト選曲で採す 田 


巧番を数字ボタンで入力する。 

ダイレクト選巧で11 m 目む降を入力ずるには 

1 >10ボタンを巧す。 

2数字ボタンを使って、10の位、1の位の順番で巧番を入力する。 

0を入力するとさは10/0ボタンを巧す。 

例： 30® 目を選ぶとき >10一 3一 10/日 

100曲目を選ぶとき >10一 >10一 1一10/0一 10/0 


ご注意 

総トラック数が100巧政下のときに>10を2回巧すと、元の表示に 
戻ります。 
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繰り返し再生する 


ディスクの全 ffl または1曲だけを繰り返し再生します。 


►. 


.REPEAT 


.■ 


ごミち意 

全曲 U ピートと1巧|」ピートのどちらを選んでいたかは、本機の電源 
を切ったり、電源プラグを损いたりしても記憶されています。 


を曲を繰0返す（を曲リピート） 

REPEAT ボタンを1回巧して、►-ボタンを巧す。 

全か」ピートが始まります。 「 REPEAT 」 が表示され、 
全巧 U ピートが始まります。 

を曲リピートを止めるには 

■ボタンを巧す。 

ふつラの再生に戻すには 

「 REPEAT 」 が消えるまで、 REPEAT ボタンを繰り返し 
巧す。 


1曲だけを繰0返す （1 曲リピート） 

繰り返したい曲の再生中に、 「 REPEAT *!」 と表示される 
まで REPEAT ボタンを繰り返し巧す。 

ピートが始まります。 

1曲リピートを止めるには 

■ボタンを押す。 

ふつラの再をに戻すには 

「 REPEAT " が消えるまで、 REPEAT ボタンを繰り返し 
押す。 




ス 

ク 

を 

巧 

を 

ず 

る 


再生したい部分を探す 


再生中または一時停止中に、巧の中の聞きたい部分を選ぶ 
ことびでをます。 


1再生中、 ◄◄/ ►►ボタンを押したままにずる。 

再生音び断続的に聞こえます。 

2聞きたい部分におづいた5、ボタンをはなず。 

ふつうの再生に戻ります。 


1 -時停止中、►►ボタンを巧したままにずる。 

再生音は聞こえません。 

2 聞きたい部分になった6►►ボタンを巧ず。 

再生び始まります。 

ごを意 

極端に短い曲び連続してしぶ部分は、正萬にサーチできない場合び 
あ0ます。 


1 停止中に、 w/w ボタンを押して、聞きたい曲を 
還ぶ。 

2 ◄◄/ ►►ボタンを巧したまま、表示窓を見なび己、再生 


を開始ず; 


始ずる時間をミ夫める。 

はじめに►►ボタンを巧すと巧の頭から、 
すと巧の終わりか6設定できます。 

3 ►►ボタンを巧ず。 

タイム サーチび 始まります。 


I ボタンを巧 




再を開お B き巧を巧めて探す（タイムサーチ) 


時巧表示を見なび S 探す（高速サーチ) 


聞宝なび S 採す（サーチ) 


口監み 


i 口 30 6 6 ® ろろ 
M 20 50ろ |〇 W 


古 


10 40 70 


与 


SS © 


30 60 90 ろ 

M 2050 80 

S 10 40 70 3 


ろ 
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ほ用上のご注意 


その他 


この章では、本機を使ラ上で 
参考として役立つ情報を説明します。 


設置場所について 

次のよラな場所には置かないでください。 

• ぐらついた台の上や不安定な所。 

• じゅラたんや布団の上。 

• 湿気の多いが、風通しの悪い P 斤。 

• ほこりの多い所。 

• 直射日光が当たる所、温度が高い所。 

• 極端に寒い所。 

•チューナーやテレビ、ビデオデッキから近い所。 

(チューナーやテレビ、ビデオデッキといっしよに使うと 
を、近くに置くと、ノイズが入ったり、映像が乱れたりす 
ることがあります。特に室内アンテナのときに起こりやす 
いので屋外アンテナの使用をおすすめします。） 


ステレオを聞<とまのエチケット 


ステレオで音楽をお楽しみになるとさは、隣 
近所に迷惑がかか6ないよラな音量でお聞さ 
ください。特に、夜はルさめな音でを周囲に 
はよく通るものです。 

窓を閉めるなどお互いにむを配り、快い生活 
環境を守りましょラ。このマークは音のエチ 
ケツトのシンボルマークです。 



本巧のお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面の巧れは、中性洗剤をかし含ませた 
柔6かい布で拭いてください。シンナーやベンジン、アル 
コールなどは表面を傷めますので使わないでください。 
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ディスクの取り扱い上のごを意 

取り扱いかた 

• 文字の書かれていない面（巧生面）に手を軸れないよラに持ちま 
す。 

• 紙やシールを貼らないでください。 



• 本磯では円おディスクのみお使いいただけます。円形切がの特殊な 
お状（星型、八ート型など）をしたディスクを使用しますと、本機 
の故障の原因となることびあります。 

• 中ち/レンタル CD などでシールやのりび付着しているディスクは 
使用しないでください。 

保存のしかた 

• 直射日光び当たる所など温度の高い所、湿度の高い巧には置かない 
で < ださい。 

•ケースに入れて保存してください。ケースに入れずに重ねたり、立 
てかけておくと変形の原因になります。 

お手入れのしかた 

• 指紋やほこりによるディスクの巧れは、音質お下の原因になりま 
す。いつををれいにしておをましよラ。 

• ふだんのお手入れは、柔 b かい巧でディスクの中むから外の方向へ 
輕くふさます。 



• ミちれがひどいとさは、水でかし湿 b せた柔 b かい巧でふいた後、さ 
らに乾いた巧で水気をふさ取って < ださい。 

•ベンジンやレコードクリーナー、静電気防止剤などは、ディスクを 
傷めることがありますので、使わないでください。 


CD - R / CD - RW の再生について 

表面の傷や';ちれ、録音状態、また録音機の相性などの理由でラまく 
再生されないことがあります。また、ファイナライズされていなし、 
CD - R / CD - RW は再をできません。 

CD 再生時のごま意 

本製品は、コンパクトディスクに D ) 規格に準拠した音楽ディスク 
の再生を前提として、設計されています。最近、いくつかのレコー 
ド舎社より著作権保護を目的とした技術び搭載された音楽ディスク 
が販売されていますび、これ b の中には CD 規格に準拠していないち 
のもあり、本製品で再生でさない場含びあります。 


故障かな？とおった6 


本機の調テがおかしいとき、修理に出す前にもラ1度点検し 
てください。それでを正常に動作しないとさは、お買い上げ 
店またはソニーサービス窓口、ソニーの相談窓口（裏表紙） 
[しお問い含'わせくたさい0 


トレイが開かない。 


本機底面の輸送□ックねじをはずしていますか？ 

—►輸送□ックネジをはずして、□ックを解除してくださ 
い （4 ぺージ)。 

i.LINK S 200 AUDIO OUT 端子か6音が出 
ない。 

接続したアンプの入力げ i 丄 INK に設定されていますか？ 

■►アンプの入力切り換えで i 丄 INK を選んでください。 
接続するアンプの取扱説明書をご覧ください。 

i 丄 INK 機能がオンり丄 INK ランプ点丹）になっていますか？ 

lLINK ボタンを押して i.LINK 機能をオンにしてくだ 
さい。 LLINK 機能がオンになっている時は i.LINK ラ 
ンプが点灯しますに1ページ)。 

し LINK ケーブルびはずれていまはんか？ 

—► 正しく接続し直してください。 

付属のし LINK ケーブルを使用していますか？ 

-► 市販の i 丄 INK ケープルを使用する場合は、 3.5 分ート 
ル攻下で、 S 20 日に对応した i 丄 INK ケーブルをお使い 
ください。 

対応している機器 m 外の機器を接続していませんか？ 

—► 7ページをご覧ください。 

接続する機器の取扱説明書をご覧ください。 

複数のし LINK 機器を接続していませんか？ 

-► 複数の i 丄 INK 機器を接続すると、音が出ない場合が 
あ0ます。 

数秒間音が出ない。 

-►著作権保護技術にをとづいて機器間で認証を行ってい 
るあいだ、音は出ません。 


次のページにつづく 
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が障かな？とおった 6 (つヴを) 


ANALOG OUT 端子か S 音び出ない。 


ANALOG OUT ON/OFF スイッチが OFF になっていませ 
んか？ 

—► スイッチを ON にしてください （11 ページ)。 

し LINK 機能がオン (し LINK ランプ点な)になっていませんか？ 

LUNK 機能びオン （ i . LINK ランプ点灯）になっている 
と、アナ□グ出力から音が出ません。 LUNK ボタンを 
押して i . LINK ランプを消してくださいに1ぺージ)。 

接続したアンプの入力切り換えは正しく選択されていますか？ 

ーアンプの入力切り換えで本機の音声が出るよラに選択 
して < ださい。 

—►接続したアンプの入力端子が正しいか確認してください。 

接続コードががれていませんか？ 

—► 正しく接続し直してください。 

DIGITAL OUT に D ) 端子か S 音が出ない。 

DIGITAL OUT ( CD ) ON/OFF スイッチが OFF になってい 
ませんか？ 

スイッチを ON にしてください （12 ページ)。 

し LINK 機能びオン (し LINK ランプ点灯)になっていませんか？ 

LUNK 機能がオン （ i . LINK ランプ点灯）になっている 
と 、 DIGITAL OUT に D ) 端子から音が出ません。 
LUNK ボタンを押して i 丄 INK ランプを消してくださ 
い （21 ぺージ)。 

スーパーオーディオ CD を再生していませんか？ 

-►スーパーオーディオ CD の音声は 、 DIGITAL OUT 
( CD ) 端テから出力されません。 


再をが始ま6ない。 


表示窓に r - J が表示されている。 

-► 故障ではありません。アナ□グ出力を 「 ON 」に設定 
しているときや、 roN 」 に切り換えたとき （11 ぺ一 

ジ)、表示窓に「- J が表示されることがありま 

す。表示が消えるまで待つと（約1日砂)、巧生が始ま 

ります。「-」が表示されている間、本機は高音 

質で巧生するためにアナ□グ回路を安定させていま 
す。 

デジタル接続で巧生するとさは、アナ□グ出力設定を 
rOFF 」 に切り換えてください （11 ぺージ)。回路を 
安定させる必要がなくなりますので、再生が早く始ま 
0ます。 

正しいディスクが入っていますか？ 

—► ディスクが入っているかどラか確認してください。 

-► ディスクを裏返しに入れていないか確認してくださ 
し、文字の書いてある面を上にして、ディスクトレイ 
にディスクを置いて < ださい。 

■►ディスクがななめに入っている場合、ディスクを置さ 
直してください。 

-► ディスクがミちれていないか確認してくださいに日 
ぺージ)。 

■►本機で再生できないディスクを選んでいないか確認し 
てくださいに0ページ)。 

結露している。 

—►結露していると、再生できないことがあります。ディ 
スクを取り出して電源を入れにままの状態で約1時間 
放置し、再度電源を入れ直してから再生を始めてくだ 
さい。 


スーパーオーディオ CD と CD で再生時の音量 
が異なる。 


本機ではスーパーオーディオ CD と CD の出カレベルが異な 
りますに1ページ)。 

-► アンプなどでボ U ュームを調整してください。 


リモコンで操作でをない。 

リモコンと本体のあいだに障害物がありませんか？ 

-► 本機が見える位置からリモコン操作してください。 

本機の表示窓に向けて操作していますか？ 

-► 本機の表示窓に向けて操作してください。 

リモコンの乾電池が消耗していませんか？ 

—► 新しい乾電池と交換してください。 
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メッ七ージ表巧一覧 

お使いになっているとき、が況により、；><ッセージが表おさ 
れます。意 D まは下の表のとおりです。 

メッセージ 

意味 

C 11 

八イブ U ッドディスク1；(がのディスクが入っ 
ているときに SA - CD / CD ボタンを巧した。 

C 12 

2チヤンネ J レのみび記録されたスーノ く一才一 
ディオ CD ディスクび入っているとさに 
MULTI /2 CH ボタンを押した。 

C 13 

マルチチヤンネルのみび記録されたスーパー 
オーディオ CD ディスクび入っているとさに 
MULTI /2 CH ボタンを押した。 

C 14 

i . LINK 出力び選ばれていなし、とさに MULTI / 
2 CH ボタンを押した。または CD あるいは 
八イブ U ッドディスクの CD レイヤーが凰ず 
れているとさに、 MULT レ 2 CH ボタンを押 
した。 

C 15 

i . LINK 出力び選ばれていないとをに、アナ □ 
グおよびデジタルすべての出力設定をオフに 
した状態で再生しよラとした。または i.LINK 
出力が選ばれていないとさに、アナ□グ出力 
をオフにした状態でスーノ くーオーディオ CD 
を再をしよラとした。 

i . LINK 出力に切り換えるか、使巧する出力 
端テをオンに切り換えてください。 

C 16 

再生/一時停止中に i . LINK の出力設定を切り 
換えようとした。 

停止してか b 切り換えてください。 


エラーコー ド表巧一覧 


お使いになっているとさ、状況により、エラーコードが表示 
されます。意味は下の表のとおりです。 

エラーコード 

意味 

Err 01 

再生できないディスクを入れている。 

Err 02 

ウ オーター マークの不正なディスクを入れて 
し、る。 

Err 03 

i . LINK のバス（通信経路）び混み合っている 
ため、本機から信号を出力でをない。 

Err 81 

が来ノイズの影響で、内蔵しているマイコン 
間の通信に失敗した。 

Err CL 

MASTER CLOCK 切換スイッチを WORD 
SYNC IN にしているが外部ク□ックの入力 
びない。 

外部マスターク□ック機器を接続し、適切 
なク□ック信号を出力してください。 

MASTER CLOCK 切換スイッチを 

WORD SYNC IN 政外に切り換えて、 

本機の電源を入れ直してください。 


保証書とアフターサービス 


保証書 


• この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げ 
の際お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に 
保存してください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 


調子び悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちう1度ご覧になってお調べください。 

それでを具をの悪いとまはヴービス窓□へ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓口のご案内」 
にある近くのソニーサービス窓口にご相談ください。 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳し 
くは保証書をご覧ください。 

保証期間の経過をの修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、ご要望によりち料修 
理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社では、ステレオの補修用性能部品（製品の機能を維持す 
るために必要な部品）を、製造打ち切り後最低8年間保有し 
ています。この部品保有期間を修理可能の期間とさせていた 
だをます。保有期間が経過した後ち、故障箇所によっては修 
理可能の場含がありますので、お買い上げ店か、サービス窓 
口にご相談ください。なお、補修用性能部品の保有期間は通 
商産業省の指導にをよるをのです。 

ご相談になるとをは次のことをおが6せ<ださい。 

• 型式： SCD - DR 1 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰 
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主な仕様 


SCD - DR 1 


スーパー オーデイオ CD 再生時 


再生周液数辭囲 
周玻数特性 
ダイナ S ックレンジ 
全高調放ひずみ率 
ワウ.フラツタ— 


2 Hz 〜100 kHz 
2 Hz 〜日 OkHz (-3 dB ) 

11日 dBl；LL 
0.001%1苗下 

測定限界値(±0.001% W . PEAK ) 政下 


CD 再生時 


周波数特性 
ダイナ S ックレンジ 
全高調放ひずみ率 
ワウ.フラツタ— 


SHz 〜 20 kHz * 

100上# 

0.001 7%urF* 

測定限界値(±0.001% W . PEAK ) 1；(下* 


i 丄 INK 部 

ピン数 目ピン 

転送スピード S 200 (最大データ転送速度 

200 Mbps ) 

伝送プロトコル A / M トランスミッションプロトコル 

信号フォーマット（出力） 

• スーパー オーディオ CD * 

(DSD PLAIN ) 

• 2チヤンネル I 」ニア PCM 
(IEC 60958-3) 

サンプリング周波数 44.1 kHz 


* DTLA のコピー.プロテクション技術 
(Revision 1 .2) に対応 


* J 曰 TA (電子情報技術産業協会）の規格による測定値です。 


出力端子 


端モ名 

端子おげ 

出カレベル 

負荷インピー 
ダンス 

ANALOG OUT 
-スーパー 
オーディオ CD 
再生時 
一 CD 再生時 

ピンジャック 

ピンジャック 

ほ Okn 時） 
1.8 Vrms 

2.8 Vrms 

10 kCi]；LL 

10 kO 政上 

DIGITAL OUT 
OPTICAL ( CD ) * 

角形光コネク 
ター ジャック 

-18 dBm 

発光波長 

6目 Onm 

DIGITAL OUT 
COAXIAL ( CD ) * 

同軸コネク 
ター ジャック 

0.5 Vp-p 

7己 n 

DIGITAL OUT 
BALANCED 

ODD ) * 

バランス 
ジかック 


1100 


* CD の音帛のみ出力 




入力端子 




端子名 

端テお状 

入カレベル 

入カインピー 
ダンス 

WORD SYNC IN 

BNC つネク 
夕一 

2.5 V 

750 


電源 • その他 

電源 AC 100 V 、50/60 HZ 

消費電力 22 W 

最大外お寸法 340 X 140 X 465 mm 

(幅/高さ/契行、最大突起部含む) 
質量 約19.0 kg (電源コード含む） 

約18.日 ka (電源コード含まず） 


付属品 

4ページをご覧ください。 


仕様および外観は、改良のため、予告なく変更ずることがあ 
りますが、ご了承ください。 


• 主なプ U ント配線板にノ V □ゲン系難燃剤を使用していません 
• 主なはんだ付け部に無鉛はんだを使用 
• キャビネットに八□ゲン系難燃剤を使用していません 
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索引 


五十音順 


アルファベット順 


ぁ行 

一時停止 2*1 
エ U ァ2日 
お手入れ24 

か行 

繰り返し聞く 

"IfflU ピート23 
全曲」ピート Z 3 

コード 

オーディオ接続コード目 
電源コード10 
電源プラグ アダプター 10 
同軸デジタル接続コード8 
バランスデジタル接続コード8 
光デジタル接続コード8 
BNC 同軸デジタル接続コード9 
高速 サーチ 23 

を行 

サーチ 23 
再生 

再生する21 
マルチチヤンネルスーパーオーディオ CD 20 
スーパーオーディオ CD 19 
接続する6 

た行 

ダイレクト選曲22 
ディスクを入れる21 
電池己 

は行 

表示化 
付属品4 

ま巧 

マルチチヤンネル スーパーオーデイオ CD 20 

6行 

U モコン17 
レイヤー19 


エーエムエス 

AMS 22 

アナ□グ 

ANALOG 出力目 

デジタル 

D に tAL 出力7 

アイ IJ ンク 

し LINK 7 
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よくあるお問いをわせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 



ソニー株式会社〒1日 8-007 己東京都港区港南1 -7-1 












